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　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。
この規程は令和5年8月7日から一部改正施行する。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。
学術コーナーへの投稿は，他学術誌と同様に論文の体裁を整える。
（1）緒言（はじめに）　（2）対象および方法（または症例）　（3）成績（結果）　（4）考案
（5）結語（むすび）　（6）引用文献

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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コーナー

論説と話題

医療トピックス

学      術

思 う こ と

随筆・その他

鹿市医図書室

区・支部だより

各種部会だより

各 種 報 告

3，000字以内・医報２頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

原稿分量
【別表１】

 
約５cm 

約7cm 

約9.５cm 

約14.５cm 

基　本　形
約２００字

半頁の大きさ
約７５０字

【別表2】
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7 月は世界の平均気温が 16.95 度と観測史
上最高を記録しました。国連事務総長が「地
球温暖化の時代は終わり，沸騰化の時代が
到来した」と危機感を強調しました。欧米
や中国では最高気温が 50 度を超えた所もあ
り，ギリシャやハワイ・マウイ島，カナダ
では大規模な山火事が相次ぎました。なか
でもマウイ島の広大なエリアが焼け野原に
なった映像に大きなショックを受けました。
地球上で人類が存続していくためには環境
対策が喫緊の課題です。こどもたちの未来
のために今すぐアクションを起こしていき
ましょう。
「誌上ギャラリー」天辰健二先生より「中
秋の名月」「十六夜の月」です。鏡のように
静かな錦江湾に映る月の道が神秘的です。
「論説と話題」は鹿児島市医師会病院の経
営改善に向けた 10 年間の取組（後半）です。
多くの患者様の紹介をお願い申し上げます。
また，九州地区医師会立共同利用施設連絡
協議会の報告をいただきました。ご一読く
ださい。
大瀬克広先生より「かごしま国体に向け
て」，橋口知先生より「スポーツドクターと
しての国民体育大会との関わり」です。大
会を支えるスポーツドクターの役割につい
てわかりやすく教えていただきました。令
和 2 年のコロナ禍の中止を乗り越え 51 年ぶ
りの鹿児島での開催となる「燃ゆる感動か
ごしま国体」は 10 月 7 日開幕です。
堂園光一郎先生より「女性アスリートの
課題と対策」をご寄稿いただきました。利
用可能エネルギー不足，無月経，摂食障害，
骨への影響，月経調整等に留意して女性ア
スリート特有の対応が求められています。
「医師会病院だより」山口剛司先生より冠
動脈 CT 検査の現状について，川田慎一先生
より新しい超音波診断装置（GE社製Vivid E90）
の特徴について紹介していただきました。
「学術」は古庄正英先生より「高齢者に
腹膜透析という選択肢を届ける」です。腹
膜透析の高齢者に対するメリットとしては
①食事制限が少ない（カリウム制限が不要），

②シャントが不要，③在宅療法であることが
挙げられます。また高齢者福祉の３原則，①
生活継続の原則，②自己決定の原則，③残存
能力活用の原則を実現していくためにも良
い手段となるようです。
平野照之先生より「脳梗塞の診断と治療：
黒本から 30 年」です。目覚ましい治療の発
展が紹介されています。ご一読ください。
「切手が語る医学」には，古庄弘典先生か
らモナコの薬物乱用反対，薬物乱用防止運
動，結核菌発見 100 年をいただきました。
いつもありがとうございます。
「随筆・その他」粟博志先生から「音楽の
散歩道」その３です。ウィーンに留学しヨー
ロッパの第一線で活躍した鹿児島市出身の
オペラ歌手・片野坂（大島）栄子の物語です。
「リレー随筆」は中村崇仁先生です。千葉
県出身の先生が福岡⇒鹿児島⇒指宿⇒奄美
大島と南下しながら現在の研修医生活に
至っている様子が楽しく描かれています。
次の行き先が気になります……
「区・支部だより」は，河野もと子先生に
甲北支部会，岡村一幸先生に荒田支部会の
模様を報告していただきました。各支部で
コロナ前と同様に支部会が開催されるよう
になってきているようです。
第 105 回全国高校野球選手権記念大会（い
わゆる夏の甲子園）で鹿児島県代表の神村
学園が見事な戦いぶりで県勢として 17 年ぶ
りにベスト４まで勝ち進みました。準決勝
では昨年覇者の仙台育英高校に惜しくも敗
れましたが，猛暑の中，ユニフォームが真っ
黒に染まるほどひたむきにプレーする選手
たちに多くの感動と勇気をもらいました。
一方今年こそは悲願の J2 昇格を目指す鹿児
島ユナイテッド FC は昨年同様夏場に失速
してしまい，監督解任，GM 辞任という苦
しい状況です。ヘッドコーチから昇格した
大島新監督のもと，意地を見せてほしいも
のです。期待しましょう！

（編集委員　今村 直人）
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